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へき地医療拠点病院の指定について 

１．へき地医療拠点病院について 

へき地医療拠点病院は、へき地診療所等への代診医等の派遣や、無医地区 

 等への巡回診療、へき地従事者に対する研修、遠隔診療支援等の診療支援事 

 業等が実施可能な病院を都道府県単位で「へき地医療拠点病院」として編成 

し、へき地医療支援機構（県）の指導・調整の下に各種事業を行い、へき地 

における住民の医療を確保することを目的としています。 

 

２．へき地医療拠点病院の指定申請について 

令和元年１０月２８日付けで県に対して、松阪中央総合病院（松阪市川井 

町）から、へき地医療拠点病院指定の申請がありました。（P5～P7 参照） 

本県では、県内のへき地診療所（現在２７か所 P4 参照）から、代診医の派遣 

等支援の要請があった場合に、へき地医療拠点病院（現在９カ所 P2 参照）が 

連携して、代診医の派遣要請に対し１００％の応需対応をすることを、医療 

計画のへき地医療対策における目標と定めています。新たなへき地医療拠点 

病院の指定については、代診医の派遣元の負担軽減や、へき地診療所等への 

支援拡充に繋がることが期待されます。 

 

３．へき地医療拠点病院指定の考え方 

へき地医療拠点病院の指定については、厚生労働省の「へき地保健医療対 

 策実施要綱」（以下「実施要綱」という）に基づき、都道府県知事が指定しま 

す。 

本県では、指定に際して、地域医療に係る審議の場にて、意見を求めるこ 

 ととしていることから、地域医療対策協議会に対して、意見を求めます。 

 

【参考】実施要綱（抜粋） 

（１）目的 

この事業は、へき地診療所等への代診医等の派遣、へき地従事者に対す 

 る研修、遠隔診療支援等の診療支援事業等が実施可能な病院を都道県単位 

 で「へき地医療拠点病院」として編成し、へき地医療支援機構の指導・調 

整の下に各種事業を行い、へき地における住民の医療を確保することを目 

的とする。 

（２）事業の実施主体 

この事業の実施主体は、へき地医療支援機構を設置してる都道府県及び 

都道府県知事の指定を受けた者とする。 

資料７ 
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４．へき地医療拠点病院指定の要件 

以下のいずれかの事業を必ず実施する事が、へき地医療拠点病院の指定要 

 件とされています。 

・「巡回診療等によるへき地住民の医療に関すること」 

・「へき地診療所等への代診医の等の派遣及び技術指導、援助に関すること」 

・「遠隔医療等の各種診療支援に関すること」 

 

〇当該病院からの申請書（P5～P7 参照）によると、へき地診療支援を行う医師 

を１０名任命し、年間１２回の代診医派遣が可能（派遣ニーズによる）であ 

り、また、巡回診療についても要請があれば対応可能であることから、指定 

要件は満たしています。 

 

【参考】実施要綱（抜粋） 

（３）へき地医療拠点病院の指定 

都道府県知事は、へき地医療支援機構（県）の指導・調整の下に巡回診療、 

へき地診療所等への医師派遣、へき地診療所の医師等の休暇時等における代 

替医師等の派遣等の事業を実施した実績を有する又はこれらの事業を当該年 

度に実施できると認められる病院をへき地医療拠点病院として指定するもの 

とする。 

 

５．へき地医療拠点病院指定の状況 

  医療機関名 所在地 指定年月 

1 県立総合医療センター 四日市市 平成１５年４月 

2 県立志摩病院 志摩市 平成１５年４月 

3 紀南病院 御浜町 平成１５年４月 

4 尾鷲総合病院 尾鷲市 平成１６年４月 

5 伊勢赤十字病院 伊勢市 平成１６年７月 

6 三重病院 津市 平成２２年７月 

7 済生会松阪総合病院 松阪市 平成２３年９月 

8 松阪市民病院 松阪市 平成２４年４月 

9 県立一志病院 津市 平成２６年９月 

 

 ※今回申請のあった、松阪中央総合病院は１０カ所目の申請となる。 

 



６． へき地医療拠点病院の活動実績（代診医派遣・巡回診療） 

 

   

 （参考：厚生労働省がへき地医療拠点病院に求める活動実績について） 
    厚生労働省は、第７次医療計画策定（H29）における、「へき地医療体制構築に係る指針」において、「へき地医療拠点病院については、 

その主たる事業である巡回診療、医師派遣、代診医派遣を、いずれか月１回以上、あるいは年１２回以上実施することが望ましいこと。」 
   とへき地医療拠点病院毎の活動目標に対する指針を示しているが、本県ではへき地診療所等からの支援要請に対し、１００％応需する事 

を目標としており、派遣回数等の目標は、定めていません。 

①へき地医療拠点病院別　代診医派遣件数 （件）

派遣元　医療機関名 所在地 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

紀南病院 御浜町 2 4 2 3 1
尾鷲総合病院 尾鷲市 1
県立志摩病院 志摩市 13 8 15 6 51 31 48 29 18 5 5 3
伊勢赤十字病院 伊勢市 3 7 5 3 3 12 13 7 4 3 3
済生会松阪総合病院 松阪市 3 1 3 4 6 4 4 3 2
松阪市民病院 松阪市 3 3 7 2 3 2 1
三重病院 津市 18 9
県総合医療センター 四日市市 2 2 9 2 1 3 4 3 3 2
一志病院 津市 2 4 4 3 3

20 17 34 34 65 40 70 61 35 23 19 15

100% 100% 100% 100% 100% 100% 96% 100% 100% 100% 100% 100%

②代診派遣依頼件数 （件）

派遣依頼　医療機関 所在地 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

神島診療所 7 7 1 2 3 6 3 5 8 5 1 4
坂出診療所 12 1 1 3
菅島診療所 1 2 3 2 2
桃取診療所 4 10 7 5 6 5 10 7 11 10 8
長岡診療所 10 37 38 3 5
鏡浦診療所石鏡分室 2 3 2 3 3 2
紀和診療所 2 4 3 3 1 1 1
神川診療所 1
町立南伊勢病院 南伊勢町 5 20 54 5 5 2 18
報徳診療所 大台町 21 20

20 17 34 34 65 40 73 61 35 23 19 15

派遣実績　合計

鳥羽市

派遣依頼件数　合計

応需率

熊野市

③へき地医療拠点病院が実施する無医地区等への巡回診療実績
医療機関名 対象地区 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

紀南病院 紀宝町浅里地区
10 24 24 24 24 24 24 24

県立志摩病院
志摩市和具地区
（間崎島） 2 25

（参考）

南伊勢病院
古和浦地区
（古和浦へき地診療所）

14 24
　※南伊勢病院はへき地医療拠点病院とはなっていないが、医師不足により休診中となっていた「古和浦へき地診療所」に対して、
     南伊勢病院の医師が隔週１回の出張診療（巡回診療）を実施している。
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（参考）三重県内へき地診療所一覧  
 

市町 診療所 区分 住所地 
常勤医 
の有無等 

津市 
津市家庭医療クリニック 国保 津市美杉町奥津 有 

洗心福祉会美杉クリニック 民間 津市美杉町下之川 有 

伊賀市 

伊賀市国民健康保険 

阿波診療所 
国保 伊賀市猿野 有 

伊賀市国民健康保険 

霧生診療所 
国保 伊賀市霧生 無※ 

松阪市 
松阪市森診療所 市立 松阪市飯高町森 

有 
松阪市波瀬診療所 市立 松阪市飯高町波瀬 

大台町 
大台町報徳診療所 町立 多気郡大台町江馬 有 

大台町大杉谷診療所 町立 多気郡大台町久豆 無※ 

鳥羽市 

鳥羽市立長岡診療所 市立 鳥羽市相差町 有 

鳥羽市立桃取診療所 市立 鳥羽市桃取町 有 

中村医院 民間 鳥羽市答志町 有 

鳥羽市立菅島診療所 市立 鳥羽市菅島町 有 

鳥羽市立神島診療所 市立 鳥羽市神島町 有 

鳥羽市立鏡浦診療所 市立 鳥羽市浦村町 無※ 

鳥羽市立鏡浦診療所 

石鏡分室 
市立 鳥羽市石鏡町 無※ 

南伊勢町 

宿田曽診療所 町立 度会郡南伊勢町田曽浦 有 

阿曽浦診療所 町立 度会郡南伊勢町阿曽浦 休診中 

南伊勢町立古和浦 

へき地診療所 
町立 度会郡南伊勢町古和浦 無※ 

尾鷲市 九鬼脳神経クリニック 民間 尾鷲市九鬼町 有 

熊野市 

熊野市立五郷診療所 市立 熊野市五郷町寺谷 無※ 

熊野市立神川へき地診療所 市立 熊野市神川町神上 無※ 

熊野市立育生へき地 

出張診療所 
市立 熊野市育生町長井 無※ 

熊野市立紀和診療所 市立 熊野市紀和町板屋 有 

熊野市立上川診療所 市立 熊野市紀和町和気 無※ 

熊野市立楊枝出張診療所 市立 熊野市紀和町楊枝 無※ 

御浜町 尾呂志診療所 町立 南牟婁郡御浜町上野 有 

紀宝町 紀宝町立相野谷診療所 町立 南牟婁郡紀宝町井内 有 

資料：三重県調査（平成 30年１月末現在） 

 「無※」 兼任管理等により対応。 



三厚連松中発 第２１５号 

令和元年１０月２８日 

三重県知事 鈴木 英敬 様 

 

病 院 名 三重県厚生農業協同組合連合会 

松阪中央総合病院 

代表者名 院 長  三 田 孝 行 

 

へき地医療拠点病院指定願い 

 

標記について、へき地医療拠点病院に指定いただきたく、病院概要及び（事業名）

に関する事項等を提出いたします。 

 

記 

 

１．病院の概要 

（１）開 設 者 名   三重県厚生農業協同組合連合会 

代表理事理事長 庄山 隆裕 

（２）病 院 名   松阪中央総合病院 

（３）所 在 地   三重県松阪市川井町字小望１０２ 

（４）施 設 長   院長 三田 孝行 

（５）開設年月日   昭和３６年７月 

（６）病 床 数   ４４０床 

 

２．へき地医療活動内容（実績又は計画） 

（１）派遣対応医師 

１０名任命予定 

（２）へき地診療所等への代診医等の派遣見込 

年間１２回（要請元のニーズ、応需調整による） 

（３）巡回診療の対応について 

要請があれば、対応可能 

 

３．当該病院をへき地医療拠点病院の指定を必要とする理由 

別紙に記載 

 

４．その他参考となる資料 

別紙に記載 

 

５．特記事項 
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（別紙資料） 

１．松阪中央総合病院の概要 

病床数 

４４０床（９病棟、急性期一般入院料１） 

標榜科（２２科） 

内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、呼吸器内科、外科、脳外科、胸部外

科、眼科、産婦人科、耳鼻咽喉科、小児科、整形外科、泌尿器科、皮膚科、脳神

経内科、麻酔科、放射線科、放射線治療科、リハビリ科、精神科、病理診断科 

職員数 

６６０名（うち医師１０６名）※パート職員別途２１５名 

認可・指定 

地域医療支援病院（平成１６年３月認定） 

地域がん診療連携拠点病院（平成１７年１月認定） 

災害拠点病院（平成２４年２月認定） 

救急告示病院（二次救急） 

基幹型臨床研修病院 

 

２．沿革 

昭和 36年 7月 
 

212床（一般 132床、結核 80床）で開院 

平成 9年 4月 
 
新病院完成（489床→440床） 

平成 16年 3月 
 
地域医療支援病院 認定 

平成 17年 1月 
 
地域がん診療連携拠点病院 認定 

平成 18年 6月 
 
ＤＰＣ対象病院 

平成 19年 3月 
 
化学療法センター（20床）開設 

平成 21年 4月 
 
放射線治療科開設、放射線治療装置整備導入 

平成 23年 2月 
 
電子カルテ稼動 

平成 24年 2月 
 
災害拠点病院 認定 

平成 24年 12月 
 
院内保育施設「ドレミ保育園」開設 

平成 25年 4月 
 

MRI装置 3.0T導入(Philips Ingenia3T)導入 

平成 25年 9月 
 
頭・腹部血管造影Ｘ線診断装置 導入 

平成 26年 1月 
 
放射線治療装置増設（２台体制となる） 

平成 28年 11月 
 
ＰＥＴ－ＣＴ導入 
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３．へき地医療対策への取組み 

当院は松阪市と周辺地域の急性期・救急・専門医療および地域医療を担う基幹病院とし

ての役割を果たしています。 

また、三重県厚生連の基幹病院として、過疎地域に立地し医師不足に窮している当会大

台厚生病院（以下大台厚生）、南島メディカルセンター（以下南島ＭＣ）に対して定期的に

医師を派遣するとともに、連携協力体制を構築することにより、両施設に突発的な休診等

が発生した場合の応援要請にも適宜対応しています。 

へき地医療拠点病院としての体制では、２２診療科に１０６名の医師が在籍しており、

幅広い要請に対応することが可能で、予め派遣対応医師を１０名程度任命し、要請があっ

た場合には、要請元のニーズに即した医師の派遣に努めます。 

森診療所（松阪市）、報徳診療所（大台町）への派遣に対しては、大台厚生との連携協力

体制を活かした迅速で効率的な派遣体制を構築することが可能です。また、南伊勢町に有

するへき地診療所（宿田曽・古和浦・阿曽浦（休診中））への支援については、本院から南

島ＭＣに派遣した医師と町立病院の医師が連携協力体制を取り、該当地域のへき地医療を

支援する事が可能です。 

当院は県の中央部に立地することから、他医療圏の診療所からの要請に対して医療圏内

の拠点病院の対応が不可能な場合にも、対応する事が可能です。 

 県内のへき地医療機関（医師常勤施設）、へき地拠点病院 
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